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 【役 場】 

北沢町長、黒澤副町長、中村建設水道リニア対策課長、後沢係長、菊池主任 

 

５．議題 

 （１）松川町内におけるリニア発生土活用事業について（町より） 

    ①前河原道路（仮称）新設事業 

    ②福与河原圃場整備事業 

（２）発生土運搬等について（JR 東海より） 

   ①大鹿村内の工事の進捗 

   ②発生土運搬車両の運行状況 

   ③前河原道路事業の工事計画 

   ④その他 

 （3）質疑応答 

    

６．非公開の理由（会議を非公開とした場合） 

  － 

７．傍聴人の数 



 5 人 

 

８．会議資料の名称 

  ・会議次第（町作成） 

・別冊資料（JR 東海作成） 

 

９．会議の概要 

 （１）開会 

 （２）あいさつ 

 （３）会議事項 

    前述のとおり 

（4）閉会 

 

10．会議録 

 

（事務局） 

時間となりましたので進めさせていただきます。私は本日の進行を務めさせていただ

きます建設水道リニア対策課の中村と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、これより松川町リニア中央新幹線建設工事対策委員会第 31 回を開会いた

します。 

それでは 2 番の挨拶ということで、まず米山委員長お願いいたします。 

 

（委員長） 

皆さん改めましてこんばんは。ただいま紹介いただきました委員長を務めさせていた

だきます米山でございます。よろしくお願いいたします。 

それぞれ皆様方お忙しい中ご出席いただきまして誠にありがとうございます。 

今日の議題に関して、町内における次の工事に関してのことが主体でございまして、 

本日は先ほど事務局長の課長の方からお話ございましたけれども、JR 東海のみなさま、

遠方の方から説明に来ていただいております。大変ありがとうございます。 

先ほども申し上げましたが、町内における工事も本格的に始まる場面でありまして、

今日の会議をもちまして、それらの工事が順調に進捗できますように皆様方のご協力を

お願いいたしまして、挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

（事務局） 

ありがとうございました。続きまして松川町より、北沢町長お願いいたします。 

 



（町長） 

改めましてこんばんは。日頃は町政に対しましてご支援ご協力いただきまして誠にあ

りがとうございます。 

今、委員長の方からもお話ありましたけれども、非常にお忙しい中、また年度の初め

という中でそれぞれの立場でお忙しい中、そして仕事の終わりの後という時間帯での会

議になります。大変お世話になりますがよろしくお願いします。 

第 31 回を数えます対策委員会になります。いよいよ始まります、この町内の工事に

ついてのスケジュール、それから現在の進捗状況につきましては JR さんの方からまた

ご説明を頂戴したいと思いますので、よろしくお願い申し上げまして挨拶といたします。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

（事務局） 

続きまして JR 東海より、中央新幹線建設部名古屋建設部杉浦担当部長よりご挨拶を

お願いいたします。 

 

（JR 東海） 

皆さんこんばんは。JR 東海中央新幹線建設部で長野県の担当部長をしております杉

浦禎信と申します。本日はお忙しい中、またお疲れのところ、この対策委員会において

我々に説明の時間をいただきまして誠にありがとうございます。 

また、皆様におかれましては、日頃から中央新幹線の建設事業にご理解とご協力をい

ただき、心からお礼を申し上げます。ありがとうございます。 

長野県内のリニア工事については、まさに本格化してきたというところです。なお、

県内では大鹿村や豊丘村また飯田市などにおいて現在 10 ヶ所でトンネルの掘削工事

をしております。 

それから、地上部の工事についても喬木村では、高架橋の工事が着々と進んでいると

ころでございますし、天竜川橋梁の橋脚の工事も、しっかりと進めているというところ

です。 

また、松川町においても後ほど詳しく説明いたしますが、前河原道路の造成工事、こ

れにいよいよ着手できるという段階になってまいりました。工事が本格化するというこ

とは、発生土を運搬するダンプを初めとする工事車両の運搬車両が増えるなど、地元の

皆様にはご心配をおかけする場面も多くなると考えています。工事車両の運行では安全

運転を徹底し、皆様に安心していただけるように、安全に工事を進めてまいりたいと考

えております。引き続きご理解とご協力をよろしくお願いします。 

それでは本日も丁寧な説明を心がけます。どうぞよろしくお願いします。ありがとう

ございました。 

 



（事務局） 

ありがとうございました。 

会議事項に入る前に、私の方からこの対策委員会の委員の皆様のご紹介をさせていた

だきたいと思います。 

初めに、資料の 5 ページの方をご覧いただきたいと思います。対策委員会の設置要

綱になりますが、その第 3 条というところをご覧いただきたいと思います。こちらは、

委員の構成について規定してありまして、現在、皆様委員でありますがこの括弧 1 か

ら括弧 5 に該当する皆様に委員をお願いしているところでございます。また、第 4 条

の委員の任期については 2 年間となっております。現在の委員の任期につきましては、

令和 6 年の 1 月から令和 7 年今年の 12 月までとなっています。 

資料の 2 ページに移ってご覧いただきたいと思います。こちらについては、委員の

名簿になります。任期中に所属役職が変わられた場合は、後任の方にそのまま委員の役

職を引き継いでいただいております。 

そのため、この 4 月にも所属役職が変わられて委員になられた方もいらっしゃいま

す。あらかじめご了承いただければと思います。 

また慣例で、この対策委員会の委員長につきましては松川町議会議長、副委員長には

松川町区長会長にそれぞれ担っていただいております。よろしくお願いします。 

それでは、これより 3 番の会議事項に入りますが、要綱第 5 条の規定によりまして、

会議については委員長が議長になりますので、米山委員長の進行でよろしくお願いいた

します。 

 

（委員長） 

はい。それでは会議に入ってまいりますが、着座にて失礼させていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

3.会議事項、括弧 1、松川町内におけるリニア発生土活用事業について町より、また

括弧 2、発生土運搬等について JR 東海より説明をお願いします。二つの会議事項でご

ざいますが、一括して説明をしていただき、その後、質疑応答をお願いしたいと思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、括弧 1 について、町から説明をお願いいたします。 

 

 

事務局より資料を踏まえ説明 

 

JR 東海より資料に基づき説明 

 

 



（委員長） 

はい。それでは一通り説明をいただきましたので、括弧 3 番、質疑応答ということ

で、皆様方から質疑等ございましたら挙手をお願いします。 

 

（委員） 

補強土壁が 19ｍと非常に高いですが、盛土の方は非常に厳しい規制がかかっている

と思います。これはもう既に規制の許可を得たといったことでよろしいのでしょうか。 

あと、中沢と小和田の土地改良事業ですが、発生土を入れて、その上に耕土をのせる

ということでいいでしょうか。 

 

（事務局） 

一つ目の前河原に関する盛土の規制については、JR 東海さんの方でこの後、ご回答

させていただきたいと思いますし、また中沢・小和田の盛土構成につきましても合わせ

て JR 東海さんの方から回答させていただきたいと思います。 

 

（JR 東海） 

中沢・小和田の土地改良事業において、発生土の上にそのまま耕土を置くのかという

ご質問かと存じます。 

発生土は基本的には岩ずりですので、水を通してしまいます。圃場として整備すると

なると、水を通し過ぎるのは大きな問題となります。基本的なやり方といたしましては、

岩ずりで一定の高さまで盛土した後、その上に不透水層を構築し、その上で耕土をのせ

るという形態を取る予定です。我々のトンネル発生土ですと、どうしても水を通してし

まいますので、今の計画ですと、国から心土となる排砂を供給いただいて、そちらをし

っかりと締め固めることで不透水層を形成するという形で各自治体と調整をしている

というところでございます。 

続いて 1 点目のご質問でございますが、設計が成立することはしっかり確認されて

いるのかといった形の趣旨でございましょうか、あるいは、実際に工事をやるにあたっ

て道路の占用の許可とかそういった観点のご質問か、というところだけお伺いしたいで

す。 

（盛土に関する許可は得ているのか、という質問を受けて）はい。盛土規制に対して、

もうその規制の許可を取ってあるかということですね。そちらの観点でございますと、

町の方からのご回答も合わせてもしかしたらあるかもしれませんが、長野県にて現在の

盛土条例が施行されてございますし、今月の末から今度は法律として盛土規制法の方も

施行されると認識してございます。 

まず盛土条例に関しては、全ての盛土が完全に対象になるかと言われると、実際には、

自治体の行う事業等は対象外ですとかそういったことがございますので、前河原道路事



業の盛土に関しては、まず盛土条例はそういった観点で対象ではないと理解してござい

ます。 

盛土規制法につきましては、これから実際に効果を発する法律となりますが、こちら

についても公共性の高い事業については、本申請は不要という形で法律に明記されてご

ざいます。前河原道路も道路新設事業という観点で十分安全性は担保できるだろうとい

う観点で申請はしないものと考えてございます。町の方から補足等あればお願いいたし

ます。 

 

（事務局） 

はい、ありがとうございます。今 JR さんの説明の通りです。町としては、盛土規制

の協議に対しては特に行っていませんが、道路協議等は、今現在も行っている状況にな

ります。 

 

（委員長） 

他にはいかがですか。 

 

（委員） 

今の前河原の盛土の説明がよくわからないのですが、5 月から長野県も盛土規制法の

適用が始まるということで、今回の前河原道路は、道路事業として実施する公共の事業

なので規制の対象というか、許可の対象外だということですが、そこでわからないのが、

最初に町から説明があった資料の、リニア対策委員会第 31 回の次第の工程表の中で、

盛土造成工事は JR がやります、道路新設工事は町がやります、窪地造成は JR さんで

すね。そうすると、一体がその道路工事ということで、公共事業だからということはよ

くわかるのですけれども、先ほど委員の方が聞いている内容とも重なるのですが、許可

がいらないけれども、やはりその 19m というかなり高い盛土になると、そこの技術基

準が何を担保に安全だと言っているのかどうかいうことを一点教えていただきたい。 

加えて、この窪地造成はなぜ道路事業なのですか。この図面を見る限り道路とは関係

ないような気がしますが、道路事業であると言える根拠をご説明いただきたいと思いま

す。 

 

（事務局） 

 はい、今二つご質問あったかと思います。 

技術的な基準は何を担保にということでありますが、これにつきましては、検討協議

をさせていただいておりまして、しっかりそこはできましたら、工事の方を着手させて

いただきたいと思っております。 

また、窪地造成と道路事業等の関連でありますけども、現場に近いということで一体



的な整備をする中で道路事業の一環と捉えながら事業着手ということで進めさせてい

ただいております。以上になります。 

 

（委員） 

そうすると、窪地造成のところの土地というのは、役場で町の土地にするということで

すか。 

 

（事務局） 

今、長野県と協議していますが、基本的には町で管理する土地になるかと思います。 

 

（委員） 

 町が使えない道を道路用地として取得する根拠はなんですか。 

 

（事務局） 

今後の土地利用につきましては、内部で協議していきたいと思います。道路事業の

一環という説明をしましたが、町の用地として今後の活用について、内部で協議して

いきたいと思っております。 

 

（委員） 

盛土規制法はかなり厳しい法律だと思いますが、利用目的がわからずに盛土すること

に対して許可がいらないというのは、不透明な部分があるような気がします。そこは JR

さん、それから町しっかり協議してください。 

この窪地内もそうですが、19ｍの盛土を、結局町が管理することになるわけですよ

ね。JR さんは単にやりました。だけど、公共事業であるから、将来的には町が管理し

て、崩れたり壊れたりしたら全部町が責任を負うことになると思います。そうすると町

にその責任が来るので、言い方悪いですが、町の負債となるようなものにはしていただ

かないように。そういう意味で技術基準をもう少し次回の説明で、排水問題とかと併せ

て、説明していただければ大変ありがたいと思います。 

加えて、技術基準との違い等もまたご説明いただければと思います。 

 

（事務局） 

はい、助言ありがとうございます。またしっかり協議させていただきながら進めてい

きたいと思います。 

 

 

 



（委員） 

古町におきまして、非常に大きな工事を控えています。今説明をいただきました工

事をこれから約 5 年間にわたって行っていくということで、地元としても期待と不安

というような気持ちで今いるところでございます。 

まずお願いしたいのは、古町東部の地籍にあります農耕地が残土の置き場になると

いうことで、工事車両が出入りするところをくれぐれも安全に、5 年間の中では農閑

期もありますが、水田等、畑を耕作する皆さんもいらっしゃるわけなので、くれぐれ

も安全を優先してお願いしたいと思います。 

それから今お話がありました構造物に関しては素人でありますので、JR さんの説

明の通り、こういう実績があってこういう構造物を作るということで、私達はそれを

信用して、そういう構造物の許可をさせていただきたいつもりではおりますけれども、

こういったところで、例えば自然災害とか、そういったことには絶対に大規模な災害

があってはまずいと思っております。そこら辺は保証という言い方はいいのかどうか

わかりませんけれども、そこも含めての安全は確保していただきたいと思います。 

道も町の方で当然その上になってくるわけですけれども、道ができた暁の話は、ま

た今日の話は違う部分が出てきますけれど、そこは私達の地元として、構造物ができ

ることをありがたいと思う反面、問題を抱えることになると思っておりますので、ま

た意見交換を行っていただきながら、お互いに納得できる進め方をさせていただきた

いなと思っております。どうぞよろしくお願いします。 

 

（JR 東海） 

ご意見ありがとうございます。 

まず現地の安全につきましては、前河原の現地説明会を行った際に、地元の方々から

地元車両や農業用の車両の出入り等に、しっかりと配慮してほしいとのご意見いただい

ております。そこは我々として工事の安全をしっかり担保する中で、地元の方々の車と

の行き来もございますし、当然田んぼをされる方も、継続してやられる方もいるという

ことを聞いていますので、その辺りは地元の方々の作業に支障をきたさないように配慮

して進めていきたいと思います。適宜情報交換しながらやらせていただければと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

それから、構造的な問題につきましては、本日、具体的な資料を持ち合わせておりま

せんので、改めてしっかりとこういったことで安全だというご説明を地元へさせていた

だきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

（委員長） 

他に質疑ございませんでしょうか。 

よろしいですか。はい、質疑がないようですので、それではここで締めさせていただい



てもよろしいでしょうか。 

それでは質疑がないと判断させていただきまして、司会を事務局にお返しますので、

よろしくお願いいたします。 

 

（事務局） 

盛土条例につきましては、町としましてもしっかりと地域説明をしてまいりたいと思

っております。 

本日こちらで用意しました会議事項は以上となります。会議事項の他、全般を通じま

して委員の皆様から何かありましたらこの場でお願いしたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

はい、ありがとうございます。それでは最後の 4 番閉会につきまして副委員長お願

いいたします。 

 

（副委員長）  

以上をもちまして松川町リニア中央新幹線建設工事対策委員会を閉会といたしま

す。皆様お疲れ様でした。 

 


